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「第４回全国救護活動研究会学術集会」発表演題及び聴講者の募集について 

 

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素から全国救護活動研究会の事業につきまして、ご支援ご協力賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、当研究会では「救い護る想いを繋ぐ」をメインテーマに掲げ「第４回全国救護活動研究会学術集

会」を開催致します。 

開催にあたり、消防職員等の救護活動関係者を対象として発表演題及び聴講者を募集致します。 

技術革新のための研究や災害事例を皆様と共有することにより救命率の向上につなげる事や、関係者

の交流の場を設けて繋がりを作る事を目的としております。 

つきましては、多数のご応募下さいますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 実施日 

２０２６年１月１７日（土） １０時００分～１７時００分 （受付開始 ９時００分） 

 

 ２ 実施場所 

国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都渋谷区代々木神園町３-１） 

センター棟417室セミナーホール 

会場による対面開催とZOOMを使用したインターネットライブ配信を行う WEB 開催を併せたハイブリッド 

開催といたします。 

 

３ 対象者 

消防職員、消防団員、都道府県や市町村等の防災関係者、医療関係者、救護活動に携わる方 

 

４ 発表演題の応募について 

別紙「発表演題募集要項」をご確認いただき、ご応募ください。 

 

５ 聴講者の募集について 

⑴ 申込みフォーム https://peatix.com/event/4626753 

⑵ 申込み期限 ２０２６年１月１０日 

⑶  参加費 （対面参加） 会員 4,000円 非会員 6,000円  

（WEB参加） 会員 3,000円 非会員 5,000円  

 

ア 当日空席がある場合当日会場でも受付可能です。当日会場に来られる方の参加費は当日受付

時に徴収します。キャッシュレス支払いにご協力お願い致します。(交通系 ICは使用できま

せん) 

領収書が必要な方はお支払い前にお申し出ください。（懇親会の領収書は発行できません） 



イ インターネットライブ配信で聴講される方は参加費の納入について後日、ご連絡差し上げます。

納入確認後、ライブ配信聴講用の個別パスワードをお送りします。 

ウ 研究会への入会については、ホームページをご覧ください。 

 

⑷ 定員３５０名（定員になり次第、募集を締め切る可能性があります。） 

⑸ 学術集会が中止となった場合、その理由の如何を問わず、現地までの交通費、宿泊費等の補償はで

きないことを了承ください。 

   ※中止判断基準  

ア 国内において緊急消防援助隊の出動を要する災害が発生し、同部隊が活動を継続しているとき。

イ 国内において厚生労働省が指定する感染症が感染拡大しているとき。 

ウ その他、中止と判断すべき事象が発生したとき。 

 

 ６ 共同主催 

・特定非営利活動法人全国救護活動研究会ホームページ：http://csrm.boo.jp/ 
・一般社団法人消防救助技術開発 
・一般社団法人 Japan Forcible Entry 韋駄天 
・RIT JAPAN 
 

 

【問合せ先】 

第４回全国救護活動研究会学術集会事務局

担当：勝村 加藤 佐藤 住田 

E-MAIL：nporiro_4th_conference@nporiro.com 

http://csrm.boo.jp/


別紙 

 

発表演題募集要項 

 

１ 募集プログラム 

救護活動関係者を対象として発表の演題を募集します。 

⑴ 応募資格 

消防職員、消防団員、都道府県や市町村等の防災関係者、医療関係者、救護活動に携わる方を 

    対象とします。 

⑵ 募集演題 

次の二つの部門で募集します。該当する部門を選択し応募ください。

ア 調査・研究報告の部門（組織や個人での取り組みなどについて） 

イ 事例報告の部門（災害での活動事例などについて） 

⑶ 演題の参考

ア 項目 

演題は、警防、救助等に関することを募集しています。次の項目を参考としてください。 

(ｱ) 火災対応に関すること 

(ｲ) 救助活動に関すること 

(ｳ) 集団災害対応に関すること 

(ｴ) NBC災害対応に関すること 

(ｵ) ヘリコプターに関すること 

(ｶ) 応援、受援、緊急消防援助隊に関すること 

(ｷ) 他機関との連携に関すること 

(ｸ) 若手、隊員育成に関すること 

(ｹ) 惨事ストレスに関すること 

(ｺ) 消防団活動に関すること 

(ｻ) 少年消防団・少年消防クラブ等に関すること 

(ｼ) その他 

イ 過去の発表演題 

過去に発表された演題タイトルです。演題作成の参考としてください。 

(ｱ) 大規模災害における小規模消防本部の課題 ～東日本大震災の教訓から～ 

(ｲ)  多機関連携の強化～島根メディカルラリー救助ブースを通して～ 

(ｳ)  狭隘空間での救助活動における障害物除去活動の検証 

(ｴ) 車両閉じ込め対応の考察 

(ｵ)  震災現場における救助現場トリアージ（レスキュートリアージ）の必要性について 

(ｶ) さらなる他機関連携を目指して 

⑷ 募集演題数 ３題（予定） 



⑸ 発表方法と発表時間 

ア 発表方法：パソコンを使用した口演とし、スライドはパワーポイントを使用する。 

パソコン（Windows〔PowerPoint〕）は会場にご用意しますので発表者は各自 

データを持参して頂きます。 

イ 発表時間：発表時間１５分程度（質問時間含む） 

  発表者が何らかの都合で当日発表できない場合は、共同研究者の１番目に記載されている 

者が発表するものとします。 

 

２ 応募方法 

演題応募に際しては、「８ 抄録原稿作成要件」をご確認いただき、「抄録原稿応募用紙」（様式 

１又は様式２）に必要事項を入力し次のメールアドレスまで応募してください。 

応募メールアドレス：nporiro_4th_conference@nporiro.com 

３ 応募締切 

２０２５年１１月３０日（日） 

 

４ 選考・結果通知について 

第４回全国救護活動研究会学術集会事務局他において選考を行い、発表演題を決定します。

選考結果については、１２月１７日までに応募者個人のメールアドレスへ通知いたします。 

 

５ 発表者の費用負担について 

⑴ 参加費は徴収しません。 

⑵  交通費及び宿泊費等は各自負担となりますのでご了承ください。 

 

６ 注意事項 

⑴ 抄録原稿については、個人情報保護の観点から、掲載に適さない固有名詞、日時等は「○○ 

○○」での表記をお願いします。 

なお、演題名についても同様の配慮をお願いします。 

⑵ 抄録原稿における出典資料等に関しては、必要に応じて出典本（参考文献・引用元）の明記

を行ってください（応募者及び応募者の所属において判断してください。） 

⑶ 抄録原稿は事務局での校正は行いません。採用となった場合は、ご提出いただいた原稿が抄録

集にそのまま掲載されることから、誤字や脱字にはご注意ください。 

⑷ 学術集会が中止となった場合、その理由の如何を問わず、現地までの交通費、宿泊費等の補

償はできないことを了承ください。 

 
７ 参加方法 

会場での対面発表または自宅等からのWEB 発表からご選択ください。後日の変更も可能です。 

 

 



８ 抄録原稿作成要件 

⑴ 調査・研究報告の部門（様式１を使用）

ア 題名 

発表内容の主旨を的確に示したものであり、文字数で最大４０字を超えないこと。

イ 発表者および共同研究者 

発表者の所属、氏名を筆頭に、共同研究者をこれに続き記載すること。共同研究者は最大

で１０名までとすること。 

ウ 目的 

なぜその研究を行ったのか、研究分野の背景とその目的を明確にすること。

エ 対象と方法 

研究の方法と対象について具体的に記載すること。データの統計学的分析を行った場合

にはその方法について記載すること。 

オ 結果 

研究から得られたデータをもとに、どのような結果が得られたか記載すること。

カ 考察 

結果から得られた成果は何なのか明確に述べること。

キ メールアドレス 

発表者と直接連絡がとれるメールアドレスを記載すること。

ク 電話番号 

発表者と直接連絡がとれる電話番号を記載すること。

ケ 参加方法 

対面発表、WEB 発表から選択すること。 

※ 上記ウ～カで、１０００文字（全角・半角文字）以内とする。 

 

⑵ 事例報告の部門（様式２を使用）

ア 題名 

発表内容の主旨を的確に示したものであり、文字数で最大４０字を超えないこと。

イ 発表者および共同研究者 

発表者の所属、氏名を筆頭に、共同研究者をこれに続き記載すること。共同研究者は最大

で１０名までとすること。 

ウ 目的 

事例を発表する理由と意義について明確に記載する。

エ 事例 

事例の概要、対応、その事例の特徴などについて記載すること。

オ 考察 

事例を経験したことから得られた知見を明確に示すこと。

カ メールアドレス 

発表者と直接連絡がとれるメールアドレスを記載すること。

キ 電話番号 

発表者と直接連絡がとれる電話番号を記載すること。

ク 参加方法 

対面発表、WEB 発表から選択すること。 

※ 上記ウ～オで、１０００文字文字（全角・半角文字）以内とする。 



様式１ 

 

抄録原稿応募用紙 

（調査・研究報告の部門） 

題 名 
 

発表者

および 

共同研究者 

 

所属 氏名 

 

 

 

目 的 

 

 

 

 

対象と方法 

 

 

 

 

 

結 果 

 

 

 

 

考 察 

 

メールアドレス  

電話番号  

参加方法 対面発表 ・ WEB 発表 （該当項目に○をしてください） 



様式２ 

 

抄録原稿応募用紙 

（事例報告の部門） 

題 名 
 

発表者

および 

共同研究者 

 

所属 氏名 

 

 

 

目 的 

 

 

 

 

 

 

事例 

 

 

 

 

 

 

 

考 察 

 

メールアドレス  

電話番号 
 

参加方法 対面発表 ・ WEB 発表 （該当項目に○をしてください） 

 


